







としている。授業内容は、自動体外式除細動器（AED ; automated external 
deﬁbrillator）の操作を含めた一次救命処置（basic life support以下BLSと略す）
と、二次救命処置（advanced cardiac life support 以下ACLSと略す）、集中治







































ペアもしくは小グループでの学習をいう（Barkley, Cross, & Major, 2005）。こ
の学習法が、単に小集団に分かれて学ぶグループ学習と異なる点は、以下のよ



























ことが明らかになっている（Mesch, Lew, Johnson, D. & Johnson, R., 1986；
Putnum, Rynders, Johnson, D. & Johnson, R. 1989；Archer-Kath, Johnson, D. 
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